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一

今

次
事
鍵
始
ま

つ
て
以
來
既

に
ゴ

年
有
鹸
、
わ
が
皇
國
は
八
紘

一
宇
の
理
想
を
實
現
せ
ん
が
爲
に
、
墨
國

一
致

の

大
活
動
を
展
開
し
て
ゐ
る
。
此
の
理
想

の
實
現
は
、
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
道
義

日
本
を
盟
主
と
し
指
導
國
と
す
る
東

亜
新
秩
序
の
建
設
に
外
な
ら
な

い
。
而
し

て
、
之
が
實
現
は
、
今

や
漸
く

「
歩
を
踏
み
出
し
た
所
で
あ

つ
て
、
絶
封

に
退
轄
を
容
さ
な
い
状
勢

に
立
ち
至

つ
て
ゐ
る
。
從

つ
て
、

一
億
國
民
は
、
皇
國

の
大
使
命

に
封
す
る

一
層
深
き
強

き
自
畳
を
持
ち
、
之

に
基
い
て
更

に
輩
固
な

る

一
致
團
結
不
擁

不
屈
な
る
精
紳
を
昂
揚
し
、
之
が
實
現
達
成

に

一
入

の
強
き
努
力
を
彿
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

、

斯

の
如
き
要
望
は
、
今

や
、
殆
ん
ど

一
億
同
胞
桑
膿

に
よ

つ
て
抱

か
れ
自
畳

さ
れ
、
亦
之
が
現
實
化

に
向

つ
て
の

實
践
も
身
を
以
て
行
は
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
。
然
し
、
か
、
る
自
畳
と
實
践
と
は
、
今

日
、
完
全
な
る
獣
態

に
在
る

と
は
云
ひ
難

い
。

一
層
張
く
鼓
を
打
ち
令
を
行
す

る
必
要
な
し
と
は
、
必
す
し
も
云

へ
な
い
の
で
あ
る
。
近
時
、
輝

に
封
す
る
要
望
が
愈

々
昂
揚
さ
れ
、
之

に
伜

つ
て
、
興
縄
護
國
思
想
が
倍

々
強
調
さ
れ
る
檬

に
な

つ
た
の
で
あ

る
が
、

興

輝

護

國

(
一
)
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二
)

此
は
、
思
ふ
に
、
斯

の
如
き
意
味
に
於
け
る
必
要
よ
り
必
然
的
に
起

れ
る
事
象
で
あ

つ
て
、
國
家
の
爲
叉
宗
門
の
爲

誠
に
欣
快
と
す
べ
き
で
あ

る
。

、

二

興
灘
護
國
と
云
ふ
語
は
、
日
本
灘
宗
の
始
租
榮
西
麗
師

の
名
と
共
に
、
日
本
佛
敏
史
上
に
輝
い
て
ゐ
る
語

で
あ

る
。

師
は
、
建
久
九
年
(
一
八
五
八
)
、
撮
津
の
護
國
山
興
麗
寺
に
於

て
、
日
本

に
於
て
灘
宗
を
興
起

せ
し
む
る
意
義

に
就

て
の
自
己
の
信
念
を
披
渥
し
、
以
て
天
台
宗
の
人
々
の
灘
宗
開
立
に
封
す

る
非
難
に
鷹

へ
ん
爲

に
、
「
興
灘
護
國
論
」

三
巻
を
撰
述
さ
れ
た

の
で
あ

つ
た
。
.即
ち
興
縄
護
國
の
語
は
、
猫
立
せ
る
宗
門
と
し

て
の
輝
宗
を
日
本
に
於
て
興
起

さ
れ
た
榮
西
藤
師

に
よ

つ
て
、
始
め
て
用
ひ
ら
れ
吾

々
兜
孫
に
胎

し
與

へ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

　

ぽ

興
灘
護
國
と
は
、
興
職
.即
護
國
を
意

昧
す
る
。
灘
を
興
起
せ
し
む
る
i

否
興
隆
せ
し
む

る
事
が
、
と
り
も
、な
ほ

さ
す
國
家
を
鎮
護
す
る
こ
と

で
あ

る
こ
と
を
意
味
す

る
。
灘
者
が

一
向
に
職
を
興
隆

せ
し
む

る
こ
と
は
、
灘
者

の
第

覧

一
の
任
務
で
あ
る
の
で
あ
る
が
、
灘
者
と
錐
日
本
國
民

で
あ

る
1

否

日
本
國
民
と
し

て
の
暉
者
で
あ

る
の
で
あ
る

か
ら
、
慮
を
興
隆

せ
し
む
る
こ
と
が
灘
者
の
第

一
の
任
務

で
あ

る
と
同
時

に
、
國
家
を
鎮
護
し
螢
展

せ
し
む
る
こ
と

も
亦
暉
者
の
第

一
の
任
務

で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。

一
層
端
的
に
云

へ
ば
、
國
家
を
鎮
護
し
之
を
饗
展

せ
し
む
る
爲

に
は
暉
を
興
隆
す
る
こ
と
が
最
も
適
當
な
り
と
信
で
る
に
非
ざ
れ
ば
、
日
本
の
輝
者
は
藤
を
興
隆
す

べ
き
に
非
す
と

　

云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
而

て
、
灘

を
興
立
せ
し
む
る
こ
と
は
、
國
家
を
鎭
護

し
登
展

せ
し
む
る
上

に
於
て
最
も
適
當

2



で
あ
る
の
で
あ
る
。
叢
に
興
麗
即
護
薗
な
る
所
以
が
存
す
る
。

三

事
鍵
始
ま

つ
て
以
來
、
日
本
の
各
層

に
於

て
、

日
本
精
騨
が
高
く
強
く
唱
導

さ
る

、
に
至
つ
た
が
、
然
し
こ
の
精

紳

の
核

心
に
就
て
の
認
識

及
び
確
信
は
、
未
だ

一
般

に
十
分
に
徹
底
し
て
ゐ
る
と
は
云

へ
な

い
。

　

　

も

　

も

日
本
精
神

の
核
心
は
ま
こ
と

で
あ
る
。
ま
こ
と
は
眞
事

で
あ

る
。

「
眞
」

は
外
封
立
を
絶
し
内
差
別
を
超
え
た
る

境
地

で
あ
る
。
即
ち
無
の
境
地
で
あ
る
。
而
も
、

こ
の
無

の
境
地
は
、
有
に
劃
す

る
無
で
な
く
虚
無
の
無
で
な
く
、

内
容
の
充
實
せ
る
塞
の
境
地
で
あ
る
。
而
て

「
事
」
は
現
象

一
般
で
あ
る
。
吾
々
個

々
の
行
爲
、
國
家
の
活
動
、
肚

　

　

　

會

の
文

化
等

す

べ
て

こ
の

「
事
」

に
外

な

ら
な

い
。

ま

こ
と

は
、

か

～
る
無

の
境

地
よ

り
、
自

然

に
何
等

の
作

爲
な

し

に
生

れ

出

つ
る
現
象

一
般

で
あ

る
。

帥
ち

、
現
象

一
般

は
、
か

～
る

無

の
境

地

の
無

作

の
妙
用

で
あ

る

の

で
あ

る
。

　

　

　

か
く
し
て
、
ま
と
こ
と

、
は
眞
塞
妙
有

の
關
係

に
在

る
の
で
あ

つ
て
、
こ
の
關
係
は
塞
而
有

.
虚
而
窯

。
寂
而
妙
な

る
も
の
で
あ

る
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

斯

の
如
き
ま
こ
と
は
、
菅

に
日
本
椿
紳
の
核
心
を
な
す

の
み
な
ら
す
全
法
界
の
核
心
を
な
す
も

の
で
あ
る
が
、

二

千
六
百
年

の
尊

い
歴
史

の
齎
ら
す
所

に
よ
つ
て
、
日
本
人

の
み
之
を
高
き
度
合
に
於

て
具
有
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

も

そ

れ
は
、

日
本

人
各

自

の
内

部

に
於

て
、

本

來
清
浮

常
住

寂
然

た

る
瞬

簾
た蕩

み禦
、と

し

て
、

火

に

も

焼

か
れ
す

水

に

も

溺
れ

す
嚴

然
と

し

て
存

立

し

て
ゐ

る
の

で
あ

る
。

さ
り
な

が
ら

、
人

は
、
自

己
が
本

來
抱
藏

し

て

ゐ
る
霊
寳

を
、

興

暉

護

國

。

《

(
三
)
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興

源

護

國

。

(四
)

何

人
も

明
自

に
自
畳

し

て
ゐ

る
も

の

で
は

な

い
。

叉
、

そ

の
自
畳

を
有
す

る
場

合

に
於

て
、

何

人
も

一
様

に
深

い
も

の

で
は
な

い
。

日
本

人
と

日
本
糟
紳

と

の
關

係

に
就

て
も
同

様
な

こ

と
が

云

へ
る
。

か
く

し

て
、

日

本
人
が

本

來
具

ゆ

　

　

も

有
し
て
ゐ
る
難
寳
た
る
ま
こ
と
を
自
畳
す
る
最
も
堅
實
な
る
道
如
何
?

叉
既

に
自
畳
を
有
す
る
人
の
そ
の
自
畳
の
深

さ
を

一
層
深
く
す
る
爲
の
最
も
堅
實
な

る
溢
如
何
?
と
云
ふ
問
題

に
逢
着
す
る
の
で
あ
る
。

四

輝
の
修
行
が
自
己
究
萌

で
あ
る
こ
と
は
今
更
め
て
云
ふ
を
要
し
な

い
こ
と
で
あ

る
が
、
こ
の
自
己
究
明
は
、
自
己

を
深
く
掘
り
下
げ

て
行
く
こ
と

に
よ

つ
て
の
み
可
能

で
あ
る
。
…幾
多

の
古
徳
の
行
履
は
す

べ
て
こ
の
自
己
究
明
の
活

記
録
で
あ
り
、
千
七
百
の
公
案
も
こ
の
自
己
究
明
の
好
素
材

で
あ

る
。

然

る
に
、
自
己
を
あ
く
ま
で
も
深
k

掘
り
下
げ

て
行

つ
て
、
吾

々
が
見
出
だ
す
所

の
自

己
の
本
質
-

自
己
本
具

た

　

　

の
生
地
の
ま

、
の
相
は
、
ま
こ
と
以
外

の
何
物

で
も
な
い
。
十
年

二
十
年
辛
参
苦
修
、
入
り
得
畳
り
來
る
絶
妙
の
佳

　

　

境
は
、
十
方
世
界

に
充
満
し
光
催
無
量
な

る
ま

(
眞
空
)
の
境
涯
と
、
之
れ
よ
り
自
然

に
流
露
す
る
こ
と

(
妙
有
)

も

　

　

の
現

實
境

で
あ

る

の
で
あ

る
。

こ

の
境
涯

こ

そ
完

全

に
ま

こ
と

の
道

に
か
な

ふ
も

の

で
あ

り

、

吾

々

日
本
人

が

す

べ

,

て
把
持
し
實
践

せ
ね
ば
な
ら
な
い
無
作

の
妙
用
で
あ
り

「
李
常

心
是
道
」
底

の
道

で
あ
る
。

　

も

　

斯

の
如

く

に
し

て
、
輝

者

は
、

日
本

精
紳

の
核

心

・
自

己

の
本
質

た

る
ま

こ
と

を
、
最

も
堅

實

に
把

握

し
深

化

し

て

行
く

の

で
あ

る
。

而
も

、

こ

の
ま

こ
と

を
把

握

し
深

化
す

る
道

は
、

一
人
灘

者

の
み

に
妥
當

す

る

も

①
で
賦

嫁

く

、4



國
暴

般
萎

當
す
る
も
の
で
あ
る
・
か
く
し
て
・
融

ど
を
・
響

的
に
纂

霧

以
て
把
握
す
る
こ
と
は
誕

む

國
の
爲
に
懸
命
の
努
力
を
梯

ふ
こ
と
に
外
な
ら
な

い
の
で
あ

る
。
吾
人
が
、
興
濯
即
護
國
で
あ

る
と
云
ふ
所
以
は
藪

に
あ
る
の
で
あ

る
。

正
に
邪
を
格
す

べ
し
、
小
能

く
大
に
敵
す
、
皇

天
私
な
く
功
有
徳

に
蹄
す
。
日
本
千
年
の
肚
稜
、
遠

邦
萬
里

の
孤
征
、
風
雷
二

掃
し
て
塞
と
な
り
、
佛
天
震
怒
遇
め
難
し
。

「
箭
を
磯
せ
す
し
て
煙
塵
息

み
、

一
匁
を
血

ぬ
ら
す
し
て
天
地
清
し
。
偉
な
る
か
な
雄
猛

の
尊
、
乾
坤

の
運
を
再
造

す
。
鳥
獣
魚

蟹
威

く
若
ひ
、
漁
樵
耕
牧
新
な
る
が
如
し
。
此
の
興
國
の
名
を
掲
げ
、
昭
に
太
李
の
業
を
示
す
。
良

久
し
、て
云
く

〕
禺
古
千
秋
雲
雨
を
出
し
、
十
洲

三
島
清
風
を
起
す
」

(
佛

光

國

師

語

録
)
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